
日時：令和 6 年 11 月 22 日（金）19：00 ～ 20：00

開催形式：オンライン開催

参加費：1,000 円  正会員(個人)と学生は無料です

申込・参加費支払締切日：11 月 20 日（水）

Field※：B（排便管理）

※ Field A：排尿管理 / Field B：排便管理 / Field C：感染対策 / Field D：その他（スキンケア・オムツ
はずし・認知症・介護・保険 他）詳細はホームページ「排泄ケア認定制度のご案内」をご参照ください。

テーマ：排便ケアを再考する

排便に関して困っている方への援助方法を決めていくうえで、現在起こっている状況から原因をアセ

スメントしていく過程は重要です。正しくアセスメントできなければ間違ったケアを選択してしまい、

対象者が抱える問題を解決できない、さらに悪化をもたらすこともあります。今回、「身体を正しくみる」

視点から排便にまつわるフィジカルアセスメントをテーマに挙げてみました。

「便が出ないこと」によって生じる影響、「無意識に便が出てしまうこと」によって生じる影響、と排

便に関する問題は様々で、消化機能との関連、皮膚状態や心理面への影響など多方面から捉えていく必

要があります。フィジカルアセスメントを行ううえでは私たちの五感を活用しながらすすめてきました

が、ツール等を用いた共通理解や客観性評価とも照らし合わせることで、正しい判断につなげることが

可能となります。近年機器を活用した便貯留を確認する技術も発展しており、そうした最新情報も紹介

しながら適切な排便ケアにつなげるためのアセスメントについて考えたいと思います。

開会の挨拶：武井実根雄 先生（特定非営利活動法人 福岡高齢者排泄改善委員会 理事長）

座長：今丸満美 先生（有限会社 エルム 取締役）

講演
「排便にまつわるフィジカルアセスメント」

講師：高木 良重 先生（福岡大学医学部看護学科 講師）

閉会の挨拶：今丸満美 先生（特定非営利活動法人 福岡高齢者排泄改善委員会 副理事長）

主催：特定非営利活動法人 福岡高齢者排泄改善委員会
後援：福岡市泌尿器科医会、福岡市医師会、福岡県看護協会

NPO 法人 福岡高齢者排泄改善委員会 事務局（月曜～金曜 9：00～17：00  土・日・祝日 休）
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福岡高齢者排泄改善委員会

ホームページ 2 次元コード


